





















成された遺跡である。その層序は，最下層の地山の上に貝塚前 2 期からの前 4 期までの文化層が，
一部に無遺物層を鋏みながら 10 層以上重なるものである。この中のⅥ層は貝塚前 4 期の層で，多
くの人骨を含む（図 1-3）。1977 年から 1980 年にかけⅥ層が発掘調査され，ここが崖下に葬られた
一次葬と二次葬の墓であること，および二次葬時に焼かれたものであることが明らかにされた。
　1 号人骨は，一体分の骨がまとまって布のようなものでくるまれた改葬された骨である。今回，
1 号人骨（分析用資料番号 ONSGI-421）の炭素 14 年代測定と同位体比分析を行った。（木下）
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図 4　岩立遺跡西区 5B 層　崖葬墓検出状況図
（具志川島遺跡群 2012，43 頁）






に，崖を背にして北向きに形成された遺跡である（図 4）。1990 年から 1992 年に伊是名村教育委員
会によって発掘調査され，地山の上に貝塚前 3 期から前 4 期に至る文化層が 14 枚確認された。こ
の中の 5B 層，4 層，3 層で墓が検出されている。墓にともなう土器がきわめて少ないため時期比
定が難しいが，ともに貝塚前 4 期に比定されている。
　今回この中の人骨 1 体（分析用資料番号 ONSGN-166）の炭素 14 年代測定と同位体比分析を行っ
た（木下）。
Ⅲ 試料の処理と測定






割合）は ONSGN-166 で 1.7 %，ONSGI-421 で 2.0 % と比較的良好であった［van Klinken, 1999］。
さらに炭素・素含有量から計算された C/N 比は，2 個体とも 3.5 を示し，良好なコラーゲンの指標
である 2.9 から 3.6 の間に収まっていた（表 1）。したがって，2 個体も保存状態が比較的良好であり，
良質なコラーゲンを得ることができた。
(2) 炭素・窒素同位体比
　具志川島遺跡群の各個体の炭素同位体比（δ 13C）と窒素同位体比（δ 15N）を表 3 に示す。
ONSGN-166 でδ 13C が -14.0 ‰，δ 15N は 11.6 ‰であった。ONSGI-421 はδ 13C が -13.9 ‰，δ 15N
は 12.4 ‰とわずかに窒素同位体比が高かった。
(3) 食性推定と海産資源寄与率
　表 1 の具志川島遺跡群出土人骨の炭素・窒素同位体比を，表 1 に示す食物のタンパク質源の炭素・
窒素同位体比と比較した結果，2 個体は高い海産資源利用を示した（図 5）。海産資源に寄った食性
が図からは読み取れるが，コラーゲンはタンパク質源の同位体比を強く反映するため，おそらく寄
与は低いものの炭水化物源となる C3 植物なども摂取していたと推測される。また 2 個体は似た食
性だったと考えられる。具志川島遺跡群出土古人骨における炭素分画の海産資源寄与率は，
ONSGN-166 で 63.1±2.6 %，ONSGI-421 で 52.6±7.7 % を示した（推定方法は藤尾他［2020］，計
算に用いた食物のタンパク質源の値は木下他［2013」を参照）。
(4) 炭素 14 年代
　具志川島遺跡群の各個体の放射性炭素年代測定の結果を表 1 に示す。ONSGN-166 の炭素 14 年





遺跡名 遺構・遺物 資料 採取部位 試料番号
コラーゲン抽出
測定機関






























1 σ (68.2%) 2 σ (95.4%)
ONSGN-166 -14.0 11.6 40.0 13.3 3.5 63.1±2.6 1740-1670BC 1770-1630BC
















　暦年較正用解析ソフト OxCal ［Bronk Ramsey 2009］を用いて，IntCal13 と Marine13 ［Reimer et 
al. 2013］の較正曲線を混合したモデルで計算を行った。混合率として上述したそれぞれの個体の海
産物寄与率を組み込んだ。地域特異的な Marine13 からの年代の偏差（Δ R 値）は 0 と仮定した。
　具志川島遺跡群の解析の結果，ONSGN-166 は 1770-1630 cal BC （2σ）（図 6），ONSGI-421 は
2190-1960 cal BC （2σ）の年代を示した（図 7）（瀧上）。
Ⅴ まとめ
　具志川島遺跡群岩立遺跡・岩立遺跡西区の人骨の炭素 14 年代は , 岩立遺跡西区が紀元前 18 〜前
17 世紀，岩立遺跡が前 22 〜前 20 世紀である。これは予想された貝塚前 4 期の年代に対応する。
二つの数値は，この一帯が墓地であった時期幅の一端を示しているといえよう。炭素同位体比は
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図 6　具志川島遺跡群岩立遺跡西区 ONSGN-166
Marine13
IntCal13
図 7　具志川島遺跡群岩立遺跡 ONSGI-421
Marine13
IntCal13
